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論文の要旨 
 
題 目 空気圧人工筋を利用した軽量柔軟な動作支援ウェアの開発 
(Development of a Lightweight Flexible motion Assist Suit Using Pneumatic Artificial Muscles) 

































 第 3 章では，マッキベン型人工筋の構造を見直し，低圧で駆動が可能な人工筋（以下 PGM）を開発しその
機能特性について評価した．さらに，既存の低圧型人工筋と比較し，収縮率，発生力共に開発品が上回ることを
確認した． 













 第 6 章では，運動補助パーツ配置が運動補助効果に与える影響を筋骨格シミュレータにより評価を行った．
歩行遊脚期の股関節屈曲を補助する目的で開発された歩行補助ウェアを対象に，作成した筋骨格シミュレータで
推定評価した結果，股関節屈曲に優位に働く大腿正面筋の補助効果が確認でき．正面筋の拮抗筋に相当する股関
節伸展に優位に働く大腿背面筋には負荷になっていること，どちらの場合もサポートパーツ上端の装着位置を外
側上方にずれるほど影響が大きくなるが，背面筋の改善率の低下より正面筋の改善率の増加の方が大きいことが
確認できた．また筋電計測により実際にウェアを装着した状態で再現評価したところ同様の傾向が確認できシミ
ュレーションの妥当性が示唆された． 
 
